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真空容器内の最下部にとりつける
クライオポンプの装着作業が進捗中

JT-60SAのX ITER JapanのX

（国）量子科学技術研究開発機構（QST）

ITERニュースラインで紹介！
ブランケット初期組立用 多機能ロボットツール

日本が開発した遠隔操作のブランケット組立ツールは、
ブランケット（4.5トン）の把持、ボルト固定、冷却配管溶接など、多彩な機能を
有し、ITERの組み立てで利用される予定です。 (ITERサイト R8.4.27）

詳しくは

欧州調達のクライオポンプの据付作業を進めています。
真空容器の下部に設置されているダイバーターでガス化した粒子を効率に排気し、

熱負荷を下げたり、JT-60SAの高真空を維持するために使われます。

詳しくは

ロボットアームの先端に多機能ツールが設置

@ITER organization

JT-60SA真空容器の最下部

https://x.com/iterjapan
https://x.com/NakaQst
https://www.qst.go.jp/site/jt60/progress.html
https://www.iter.org/node/20687/japan-developing-tooling-initial-blanket-assembly
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